
○　公共桝台帳
用紙サイズ B4横　片面印刷 ① 番号 記載不要（市で記載）
用紙規格 紙厚0.19mm±0.02mm、米坪160g/㎡±10％、白色度85％以上 ② 本管形状 本管の形状を記載

・
③ 本管管種 本管の管種を記載
・
④ 本管内径 本管の内径（呼び径）を記載
⑤ 取付管内径 取付管の内径（呼び径）を記載
⑥ 取付管勾配 取付管の勾配を記載
⑦ 公共桝天端高 公共桝の天端高を記載
・
⑧ 材料表 使用している材料を記載
・
・
⑨ 公共桝・取付管断面図 断面図を作成
・

・
・
・
・
・
⑩ 平面図 公図による平面図を作成
・
・
・
・
・
・
・
⑪ 施工年度 16条工事の申請年度を記載
⑫ 施工業者名 施工した業者名を記載
⑬ 設置場所 公共桝に接続すべき地番を記載
・
・
・
・

既設材料についても極力記載すること

今回工事した箇所（材料）を

既存材料は黒色で記載すること
汚水は赤色、雨水は緑色で記載すること

公共桝・取付管を、汚水は赤色、雨水は緑色で記載すること

支管芯から公共桝芯までの距離を記載
縮尺はフリーとするが、文字は読める程度の大きさとする

ます設置承諾書の⑲と同じになる
複数の地番を処理する場合は、すべての地番を記載
本公共桝で処理すべき地番すべてを記載すること

本公共桝で処理すべき地番すべてを記載

分筆が伴う場合は、分筆後の地番を記載すること

（円形・卵形）

（VU・HP・FRPなど）

下水道台帳より、近傍人孔天端高から計測すること

上流側から順番に記載すること

縮尺は1/30～1/50程度
上流人孔から下流人孔を眺めた際の断面の向きとする
断面図下側に、本管芯～官民境界、官民境界～公共桝芯
本管芯～公共桝芯の距離を記載すること

方位を記載すること
公図で作成（住宅地図は不可）
上流人孔からの距離、官民・民民境界からの距離を記載
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⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬



○　公共ます設置承諾書
用紙サイズ B4横　片面印刷
用紙規格 提出用は紙厚0.19mm±0.02mm、米坪160g/㎡±10％、白色度85％以上 ⑭ 本人用 本人（申請者）控え

本人用は普通紙 提出用 市役所控え
・
・
⑮ 作成日 本承諾書の作成日を記載
・

⑯ 住所 申請者住所を記載
⑰ 氏名 申請者氏名を記載
・
・
⑱ TEL 電話番号を記載
⑲ 公共桝の設置場所 公共桝が設置された地番を記載
・
・
・
・
⑳ 施工年度 下水道法第16条申請年度を記載
・
㉑ 整理番号 記載不要（市で記載）
㉒ 工事名 「下水道法第16条」と記載
㉓ 立ち会い日 設置位置の立会日を記載
・
㉔ 立ち会い者 立会者の所属・氏名を記載
・
㉕ 平面図（公図） 公共桝設置位置を記載
・
・
・
・
・
・
・

⑭作成日以前となる（同日も可）

法人は要押印

㉓立ち会い日以降となる（同日も可）
（平面図に公共桝設置位置が必要なため）

内容は同じだが、提出用は用紙規格に注意

本公共桝で処理すべき地番すべてを記載
縮尺はフリーとするが、文字は読める程度の大きさとする
支管芯から公共桝芯までの距離を記載
上流人孔からの距離、官民・民民境界からの距離を記載
公図で作成（住宅地図は不可）
上方を北とすること

実際に工事した年度ではないので注意

公共桝台帳の⑬と同じになる
複数の地番を処理する場合は、すべての地番を記載
本公共桝で処理すべき地番すべてを記載すること

公共桝・取付管を、汚水は赤色、雨水は緑色で記載すること

申請者または代理人（施工業者）となる

分筆が伴う場合は、分筆後の地番を記載すること

個人は自著でなければ要押印

２部作製し、本人と市で１部ずつ保管
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